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要　　　約
グリーンアノールによる生態系への影響の評価や適切な飼育実験には、摂餌量に関する
情報が必要である。本研究では、飼育下でグリーンアノールに餌量を段階的に変えて給餌
し、摂餌量と体重等の外部計測値を記録した。
オスの成体 13 頭を実験個体とし、代謝体重あたりの摂餌量（g/g･MM）を算出した。週
に 2 回、ヨーロッパイエコオロギを給餌し、1 回あたり 0.40g/g･MM を超えた給餌の
100％で残餌があり、0.12g/g･MM 未満では残餌がなかった。残餌があった場合の摂餌量を
飽和摂餌量とし、飽和摂餌量は給餌量の増加に従って増えたが、その上限は 0.31g/g･MM
であった。
Ⅰ．はじめに
グリーンアノール（Anolis carolinensis）は、アメリカ合衆国南東部原産のイグアナ科に
属する樹上性のトカゲである。小笠原諸島父島に持ち込まれたのは、1960 年代半ばと考え
られており、1980 年代には母島でも分布が確認された（長谷川ほか、1988）。また、1980
年代の終わり頃には沖縄諸島での生息も確認された（槙原ほか、2004）。本種の１年の産卵
数は、１メスあたり平均 13.7 個（Toda et al., 2013）と繁殖力が高く、その生息密度は
2000 年代の父島で 1,000 頭 /ha を超えると推定された（Okochi et al., 2006）。本種の強力
な捕食活動が、希少な固有昆虫に与える影響は大きく、オガサワラシジミ、オガサワラト
ンボ、シマアカネ等の小笠原固有種は、父島、母島ではほぼ絶滅に近い状態に及んでいる
（Abe et al., 2008; 苅部、2006；Karube, 2010; 戸田ほか、2009）。
グリーンアノールは 2005 年に特定外来生物に指定され、2006 年から環境省により、父
島と母島で粘着トラップや遮断フェンスによる防除事業が実施されてきた（Toda et al., 
2010）。しかし、2013 年 3 月には、それまで未分布であった兄島への侵入が確認されたこ
とから（Shimizu, 2013）、生態系への影響の評価や対策手法の改良や新規手法の開発が急
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務となっている。
生態系への影響を評価し、飼育実験を適切に行うためには、摂餌量は基礎情報として重
要である。これまでの研究から、グリーンアノールの摂餌量は日照時間により変化し（Fox 
& Dessauer, 1957）、ミルワームの飽食量は夏季に最大となる（Dessauer，1955）ことが知
られている。また、O2 消費量による代謝量（カロリー）の推定もなされている（Dessauer，
1955; Jenssen et al., 1996）。しかし、実際の飼育管理や生態系への影響評価においては、代
謝量よりも、摂餌対象の昆虫の重量の方が直接的な情報となり、有用と考えられる。
そこで、本研究は、飼育下でグリーンアノールの摂餌量と体重変移を測定し、摂餌量お
よび体重維持に必要な摂餌量を明らかにすることを目的とした。
Ⅱ．材料および方法
1．実験個体
2014 年 8 月 22、23 日に、父島の大神山公園あるいは大根山墓地公園で 15 個体のオスの
成体を釣竿とミルワームを用いた釣りで捕獲した。捕獲個体の SVL（snout-vent length，
頭胴長）は 62–71mm、体重は 4.95–8.36g であった。捕獲時の SVL に対する体重の比率が
低かった 2 個体が実験の途中で死亡したため、結果の解析は残りの 13 頭について行った。
実験に供した 13 個体の捕獲時の体重は、平均 6.6g であった。
2．飼育管理
アノール属の飼育プロトコル（Sanger et al., 2008）に従い、1 個体ずつ個別の飼育ケー
ジ（プラケース W300mm×D195mm×H205mm）で飼育し、相互に視認できないように各
ケージの間に目隠しを設けた。各ケージ内には止まり木を配置し、床敷には園芸用のヤシ
ガラを用いた。
飼育室の室温、湿度および照明の点灯時間は、小笠原父島の 2014 年 8 月の気温の日平均
28.3℃、相対湿度 79%（気象庁）、2014 年 8 月 23 日の日の出 5:06、日の入 18:02（国立天文
台）に合わせた。室温は、エアコンとオイルヒーター（De’ Longhi，KHD410812-LG）で
27–30℃を維持するように調整した。加湿器（東芝，KA-R35X）により部屋全体が 50％以
上となるように調整し、2 日おきに各ケージの壁面に霧吹きにより水分を補給した。室内
灯（蛍光灯）および紫外線灯は 5:30–18:00 に点灯するようにタイマー管理した。また、部
分的に照明の陰ができるように、ケージ上部の一部を覆った。
なお、グリーンアノールの飼育に関しては、環境省より特定外来生物の飼養等の許可を
受けた（許可番号 12000360）。　　　　　
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3．給餌量の設定とヨーロッパイエコオロギの重量測定
野外で捕獲したアノール属のトカゲは、一般的に 2 週間でストレスの影響と考えられる
行動が見られなくなる（Greenberg, 2002, 2003; Sanger et al., 2008）。捕獲後の約 2 週間を
順化期間とし、飽食量のヨーロッパイエコオロギ（Acheta domestica, 以下、コオロギとす
る。）を与えた。
実験個体 13 頭を、4–5 頭ずつの 3 グループに分けて、それぞれ異なる量のコオロギを給
餌した（表 1）。約１ヶ月（27–31 日）を 1 期とし、第 3 期まで段階的に給餌量を増加した。
給餌頻度は週 2 回とした。全実験個体に対して 25 回の給餌を行い、のべ給餌回数は 325 回
（13 頭 ×25 回）であった。
コオロギの重量は給餌前に測定し、設定した給餌量の ±0.03g 以内になるようにした。
給餌直前に，残餌の重量を測定して除去し、実験個体の体重、SVL および後肢長を測定し
た。また、コオロギ１頭あたりの重量を算出するため、体長約 1.0cm の 20 頭をまとめて計
量した。コオロギの重量及び実験個体の体重測定は、電子天びん（SHIMADZU，
BL-320S）によりおこなった。
なお、本研究の動物実験計画は、日本大学動物実験委員会の承認（承認番号 AP14B016）
を受け、実験は日本大学動物実験運営内規に従い実施した。
4．代謝体重あたりの給餌量と摂餌量、および飽和摂餌量の算出
給餌 1 回の給餌量（F）と摂餌量（I）から、体謝体重（MM, Metabolic mass, BW0.751）
あたりの給餌量および摂餌量を下記のように算出した。代謝体重 1g あたりの餌量として、
単位は g/g･MM と示す。
代謝体重あたりの給餌量（F/MM）＝コオロギ給餌量／体重の 0.751 乗
代謝体重あたりの摂餌量（I/MM）　＝（給餌量－残餌量）／体重の 0.751 乗
1.3g×2/週
グループ 2 4 0.5g×2/週 1.1ｇ×2/週 1.4ｇ×2/週
グループ 3 4 0.7g×2/週 1.3ｇ×2/週
1.2ｇ×2/週
グループ 個体数 第1期　9月4日–10月6日（給餌8回　31日間）
第2期　10月7日–11月3日
（給餌9回　28日間）
第3期　11月4日–11月30日
（給餌8回　27日間）
グループ 1 5 0.3g×2/週 0.9ｇ×2/週
表 1　第１期から第 3期の各グループの給餌量
実験個体 13 頭を 3 つのグループに分け、それぞれ第 1 期から第 3 期について、あらかじめ設定した
重量で給餌した。
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また、残餌があった時の摂餌量を、餌があっても、それ以上は摂餌しない摂餌量、すな
わち飽和摂餌量とした。飽和摂餌量も代謝体重 1g あたりの餌量とした。
Ⅲ．結果
1．残餌量と飽和摂餌量
代謝体重あたりの給餌量が 0.40g/g･MM を超えていた給餌 12 回のすべて（100%）で残
餌があった。一方、代謝体重あたりの給餌量が 0.12g/g･MM 未満の給餌 42 回の全てで残
餌がなかった（図 1）。また、飽和摂餌量の平均は給餌量の増加に伴って増加したが、
0.31g/g･MM が上限であった（図 2）。
2．摂餌量による体重変化
それぞれの個体について、第 1 期から第 3 期のそれぞれの期間の開始時から終了時の体
重の変化率を、代謝体重あたりの摂餌量と比較した（図 3）。期間により代謝体重あたりの
摂餌量の平均は 0.09–0.31g/g･MM と差があったが、いずれの期間でも体重は増加していた。
次に、それぞれの個体について、捕獲時から各期間の終了時の体重の変化率を、代謝体
重あたりの摂餌量と比較した（図 4）。第１期の摂餌量はいずれの個体も 0.20g/g･MM 未満
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図 1　給餌量別の残餌があった給餌の割合
給餌量は体謝体重（MM, Metabolic mass, BW0.751）あたりとした。図中の数値は、給餌回数。
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図 2　給餌量別の飽和摂餌量
残餌があった給餌における摂餌量を飽和摂餌量とした。図中の縦線は SD（標準偏差）を表す。
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図 3　各個体の捕獲時から 3期間それぞれの終了時の体重を比較した変化率
それぞれの期間について各個体の体謝体重（MM, Metabolic mass, BW0.751）あたりの摂餌量の平均
を算出し、横軸に示す。
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で、捕獲時の体重に到達した個体はいなかった。第 2 期および第 3 期で、0.25 g/g･MM 以
上の摂餌量の個体の中には、捕獲時の体重に到達したものがあったが、0.25 g/g･MM 以上
の摂餌量でも捕獲時の体重に到達しない個体の方が多かった。
3．コオロギの摂餌量の推定
実験個体 13 頭の捕獲時の平均体重 6.6g の代謝体重は 6.60.751、すなわち 4.1g であった。
摂餌量の下限の 0.12g/g･MM（週あたり 0.24g/g･MM）と上限の 0.31g/g･MM（週あたり
0.62g/g･MM）から、1 週間に摂餌したコオロギの重量の下限は 0.99g（0.24×4.1）、上限は
2.55g（0.62×4.1）であった。体長約 1.0cm のコオロギ 20 頭の重量が 2.10g（平均 0.105g/
頭）であったことから、摂餌量の下限は 1 週間にコオロギ 9.4 頭、上限は 24.4 頭と算出さ
れた。
Ⅳ．考察
グリーンアノールの摂餌量の上限は、飽和摂餌量の上限値であった 1 回に約 0.31 g/
g･MM（週あたり 0.62g/g･MM）と推測された。残餌が全くない場合を摂餌量の下限とす
ると、0.12g/g･MM（週あたり 0.24g/g･MM）であった。
体重維持に必要な摂餌量については、全ての個体が捕獲時の体重に達しなかった第 1 期
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図 4　各個体の第 1期、第 2期および第 3期の期間中の体重の変化率
それぞれの期間について各個体の体謝体重（MM, Metabolic mass, BW0.751）あたりの摂餌量の平均
を算出し、横軸に示す。
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の摂餌量は１回あたり 0.20g/g･MM 未満であったことから、約 0.20 g/g･MM（週あたり
0.40g/g･MM）以上とすることも考えられる。しかし、捕獲後の移送で体重が減少したこ
と、1 期あたり 30 日間という期間を延長すれば捕獲時の体重にまで到達した可能性が否定
できないことからはっきりしない。また第 2 期あるいは第 3 期で捕獲時の体重に到達した
個体の摂餌量はいずれも 0.25 g/g･MM 以上であったが、0.25 g/g･MM 以上でも捕獲時の
体重に到達しない個体が多く、体重維持に必要な摂餌量は本研究結果から、十分に明らか
にできなかった。
グリーンアノールの成体のオスのコオロギの摂餌量は、1 週間に 9.4 頭から 24.4 頭と推
定されたが、本種の摂餌量は夏季に最大となる（Dessauer，1955）季節変化をすることか
ら、この推定値は夏季に限定したものであることに注意が必要である。また、捕食にかか
る労力が最少で、繁殖活動や気候による影響がない飼育下における摂餌量と野外における
摂餌量との間には差がある可能性がある。
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